
(論文〉

57 

両大戦間期ドイツ三菱商事の展開と機械取引
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は じめに

本右':~の諜;mは. 三卦~il'fj:lJ1.の ドイツにおける拠

点となったドイツ三菱商事の始動と民I)flに関 し

て 1930年代の機械取引を'"心に概制するこ

とである1)。戦前期の悩社に|見lしては H本独

1 ) ドイツ ベ k2 IßjIJ~1ま 1 928 年 2 )Jにi没収されるが.
*街では，特に区別する場合を除き. .:~合 ft

H幸代のドイツ駐:(fJt 三菱 1樹 'J ~発足後のベルリ

ン駐在只.ベルリンぷ16もfTめて. ドイツ三よさ
1m :J ~ と 1<.必する なお，と干I.r，. ~と料引 )11等で

は.当H与の三菱I邸'JHJ:内で11Iいられた r1'J!凶:
炎瓶~JJJ とぷ記する場合も ある。

岡 ド
ヒ
4
4
 
史音1)

!j，;¥，の貿易会ネ1:としての「総合尚子I:Jに注11が集

まり.その成立と発!廷について議論が稲みif(ね

られてきた2) 。 その後. 日首相:~N引先は.海外資

料の利JIjや|五|内資料の新規公開などにより.実

証I(IIで飛間的に深化した3)。とりわけアメリカ

介衆国N立公文件目n(以下 NARAと略記)
所j誌の在米円系企業接収資料 (RG131シリー

ズ4))を利用 した研究は. 三菱耐;:Jiの北米J，!fを

対象とした川辺日織の研究5)を暇矢として.

1990 年代以降._::11・物産を'"心に多くの研究

2) r総合尚社」に|則する諸研究については. 大 J:~久

'(: r総:イ干jffitJ・の以IJfJJli"l日"iI-1: ，il . '" lJ尚!と編
rilrr;佐依命と食業経営一 1982-1914-J (議出 -
rI本経常!と2).ミネルヴァ冷房.2010年参m!。
3)公任111'111法人三:)1・xW(ぶ京都小町灰)m必の
三)1物産関係!と料.公益MI・H法人三菱経消研究
所付紙三築史料館 (.!ltJ;tr.!，文京I:{)所蔵のベ妥
l!'Ij'!H日l係!と科.i~U~大学経済学却l付属資料館
WH'1 ~MHJHIT) 所í;&の{)f]飯.'~'. . )L，j:ll品l係!と辛!な
と¥近年目1ft科公IJflがjj主みつつあるn またオー
ストラリア |民1J7.公文内航m絞の筏収文Ji'は.
201831"にlfil立公文内航を受・入機関!としてU本に
返還された<r!:ñl立公文，~~fìíiニュースj 第 1 2 サ.
201 7 il:: 12 )J )。
4) NARA I升縦の11系企業接収文科 (RG131シリー
ズ)については. 1二山和維「鮮必Jr徽浜di~と
TlJ 資料編6(北米における総介商社)1997 
il:: : 阿部総~ ri成liijJUJの」袋閥!Jr北米支I.!Iーア
メリカ Ilil立公文~~tñí'iiYr政史料の慨)Jlf-J rr，械大
学総合研究所紀'?1Jt;l 13 'り (2008{r: 3月): liil 
「戦lii[Jリj北米における安宅閥会Jr名城大学総合
研究所糸， ，災~J 第 1 6 eひ(2011"ド 3)j)を参mt。
ニューヨーク文J，liの!と宇|については.川治I，i!lt
r1U刻によせてJ1己Jh~ ljí[三重$!I狗j1J~の在米 i，rj動j

文'I-:~IH徒. 2012 {Iーも参!!担。
5)川辺{2;MI: r総合向社のfiJfl'e: ì伐 lìíj三去をmj1 J ~の "(E

米i，ri!f9)J~教 1 I1 1仮. 1982 il'。なおI，il，'rは.2012 
1手に解題訂正w:去IJ版が刊行 された(JII遺I，t雄
Pi削íj三 袋向j>Jrの干I: ;j~ iljíf~) J 文Lt:Jl rl沈 2012 11') 。
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が搭制された6 さらに海外資料を利用した研

究では. 北米に加えて.オーストラリア同立公

文百円1I19I'h誌の接収資料を利川 した諸研究も加わ

り7 商品取引や機能.組織(人事を合む)な

ど弁論点の和紙化が進んでいるS

他)j.北米や'制・Hを除く海外庖のli)f究(;J:資料
的制約もあり.ほとんど手つかずの状況であ

る引。とりわけ“後進匡rとしての近代R本の

6)級浜市 f横浜市!とnJ ti~ 1冶上. 1993 iド:上山
和!l~ .阪1Jl1C!!~縞 f対立と妥協J ~- il;脱出版
1994 if:' : 1保山lI(j- Pi役lliJJUJ二井物i1?(の機織j以
づIJ1:I本経済.:f.A社.2001 iJ'. 三始~;~rJl、『太平
洋戦争と石illlJn本経済評省社.2004 11: :上山

.f!1!lt f~t米における総合尚社の活!TrhJ 11本経済
J'Iな命社 2005 11:。またブ)1:物産の北米J，liに|則 し

ては.復実IJ された f三菱 l師事紐育文1，li'J~業報作
i1f Jもi't.i1i:な成来の一つである (九州大学記録
資料館編 『行炭研究資料波:り ~28 紛. 2007 
fド)。

7) Olivcr l' バlIiω.El1ell川l1iesα仰I1dTradil1g Paω1r川e剖rs:

Records 011 AlIslralia ol1d Ihe Japanese. National 

Archivcs of Australia. 2004 :花井俊介 「オースト

ラリア凶立公文Ilr館シ ドニ一分館所必 ・iii1:IIIJJUJ 
日本商社資料の不IJm可能性にl刻する-.，，1:;途一三
)1:物;mrシドニー支r.5I'-もCI軍日誌 (戦時涼洲羊
毛1'1:苅!ノ経過)Jに即して一Jr早稲lIIi術学J?ji 
438号 (2013:ij: 12月):秋谷紀男 ffj寝泊JUJ日来

通Iflj /lll~と H長貿易一 1930 年代の 11 張 y~毛貿易

を小心にーJn本経済評諭社.2013年

8)谷ヶJ)真秀吉 川帝国j内市場における総合商社の
iMIぬと競争f~t j主」老川 i~}'{.ほか編 rM10出台湾
の経済と社会j 日本経済I~l l~干上 2011 11' :上111

和維 -古川l'f手紙『戦前JUJ北米の日本商社-tf.米

機収!と科による研究-J 114>:経済亦品社.2013 

11'. : 1判的i1''''':'r戦前期の三 ~商事と てn物産

コピ上位J成長の比較分析Jrご袋史料館1.論集JtP 
16 ~;- (2015年3月): 1日1r戦前J切さ変商事の商
品取引におけるリスクと リターンJr三菱史科館
論集j第 18号 (2017年3J1) :大ぬ久'f・岡崎

哲二 「戦前JUlにおける三袋尚事の組織と職員の
キャ リア形成J~1 19 ~~. (2018年3)j) :大石直

樹 「戦iÎÍilUJ .=: 愛尚lfí.の人 )J~市1)1交と j除外文l占のマ

ネジメントJf二三菱史科目fi;論集j第 16号 (2015

1ド3J1) : r古Jr戦前期三必尚 'J~における組織改

革 未完の改市機忽とその冷~jU f三k~と料館i論
集j第 げ 号.(2016年3}J) :若林幸9HQr学僚
と格差の経営!と一新しい阪!とi象を求めてーJ11 
本経済評論社.2018年など参照。

9)京市アジアのバンコク文J，lfに|則 しては. I釘JJj(Jf.(

「戦前の三井物産のタイにおける'M絵版協lにつノ

経済発}足を考察する上で.係めて重要な欧州主

要因のi除外庖の経営行動については.その実態

が十分にrYIらかにされていない。その中で. ~n 

谷誠による創業JUIの三井物産ロンドン文庖を検

討した研究.町、何史によ るフランス三菱を対象

とした研究はttmな成来である 10)。特にH;{(ま.
フランス .)レーベ (Roubaix)の同立文書館

Les Archives nationales du ll10nde du lravail (略

称 :ANMT)所蔵の一次!と料を月1いて.1924 

年のフランスニミ去の成立から 44年の|司社解散

までの経営活動をn念に村iいている 11)。
ドイツ三菱商事については.三島康雄が「技

術導入を専門に行なう直系ー子会社」として.先

進同の技術情報の輸入にt:iii成したと短〈触れて
いるものの目その実態は解IYIされていない12)。

史科的制約の中で. ドイツでの三菱商事の活動

についてJ'~・重な示唆を与える研究が.同|摂関係

企業!との悦角から ドイツ系イリ ス商会と三菱商

事のflJ;亙を論じた工藤f，'fの研究である口、 工藤

はラインメタルtl:製高射砲の対日輸出をめぐる

イリスIffi会と三菱商事との向社間競争の過程を

ラインメタル社の一次資料から詳細に跡づけて

いるが目 ドイツでの三菱商 'I~の競争力を捉える

上で.11系商社の'1'で最大の競争相手であった

三井物産の位置づけが不十分であると思われ

、いてー1924-1939年を中心としてーJf京};(絞
大や会誌 (経治学)J第247号 (20051ド11J J) 

がある。

10) 柄'I ii- I~成 rfilJ :r~JUJ二三井物産の付業活動ーロンドン

支'，'fを中心に-J f経常!と学J第32巻第3号
(199711'.10 JJ) :原輝史 rJjiQ ，jIj JYlフランス三菱
の経営活動Jf経営!と学JtP 35巻第2~)' (2000 
11'.9 )J)。
11) ANMT所蔵のフランス三袋児科については.IJ;¥ 

tilt ~と「北仏 Rouba ix の史料館所蔵 『フランス 胃
炎会社J~と料J f-:::変史平!-fi)'(;論集j第2りー (2001

1ド2)j)を参!!日 なお近年の ANMT所蔵の企業

!と科に関しては.獄図降FiJr史科学ぷia:近現
代フランス経済!とを例としてJf間際研究;命政j
~ï 25 -& 3号 (2012年3) J)がある。
12) .:.ぬLJt!佐「三変商事-[!fllij)~J商社の形成J f経営

史学j 第 S 巻~ I 号 ( 1973 :$ド 111)， 22 cr 
13)て雌i';Tj:r日独l商社のf11iiーラインメタル製tfJM
砲をめぐるイリス閥会と二三袋尚ー事-J l'iJ f 1:I.51! 
企業|則係史j点以大学0'1¥1:11会. 1992年
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本稿では.機械取引を中心にドイツにおける

三菱商事の的動を跡、づけ.競合する三.)1:物産と

の|品l係を!jilllに ドイツ三菱甘いFの判ι立を浮き彫り
にしたい14

1. ドイ ツ三菱商事の発足

1919年にご袈合計は.ジェノパ11¥'JJH 1の針

問恭一郎とロンドン支)，;;の飯野市次をベルリン

に派出し ドイツ駐在U'J~務所 ( 1921 {I.:より

ベルリン11¥民1-1)を開設した15)。三菱合計にと

っては.海外!駐在民事務所の一つであったが.

現地での':;';業上は，野IIIJr，義の'!1M人尚15であ

り.合資ロンドン支庖の「代理mJとして設立
された。現地での名称としては， K， Noma， 

Vertreler des MilSlIbishi Gcsellschaftなどが平IJ)IJ

された 16) 。 肝問と飯野のー .人は.両大ìii~ IIIJ ドイ

ツにおける十去を商事の両輪として.野Ilijがこi長

i商事の初代ベルリン支出長 ドイツ三菱商事発

足時の初代主配人.飯貯が同社二代11支配人を

jt任した(ぷ 1) 。 駐在1~ ~J i.務所の:M -i'1J の)( 1í~ 

取引は. 1920 {I~の U 本海wに対する大lí~i作水

鐙用デイーゼルエンジン 6基 (MAN11:製)お

よび附帯する二次'.12池 (TlIdor社製)，-j:.m動
機 (SiemensSchlllくert社製 ，l-la1ske社製).i待

望鋭 (Zeis1-1:製)の納品である17)。第一次1":

14)第二次111:伴大戦JUlにおけるIflHl:1品l係の般収資本|
は.アメリカ オーストラ 1)7，フランスの名公

文，~:fìnで似合公1#1 されているが. ドイツ".*記

附 'l~の経常'ft*'1に|射しては.-1妥収されたかどう
かも含めて不明である。ドイツ敗戦時のrJ.-1..:}

職11の引き妨げについては.以後のドイツ=432
1断 'l~のム;配人であったて宅x.Mf の回惣H げJlti1'
絞済J1り5011~ 12月号-51:ilム12月号に.i!li)I¥¥:され
た 「生可l::tの日J¥-10).戦'Iiil 被後のドイツ
ミ災磁 'JII刈係釘によ って編};I~ーされ た"rJ:àifiリH“
rn:月の fn林からj 三 ~lf!j'J~. 1997年にぶしい
15) -:. 菱商 'J~株式会社紛れ" -:~ I街 ~J~ 会史J ~ 8 
:&・場所!と(第 11分"".)ドイツ 制. 1988 "1'， 

86土tc
16) てまをれ必下1) 行会 f三 ~tl:誌J 31 (大 IE10・11
{I二).点以大'判1¥版会 1981 iド， 5663 U。

lï) マ 菱商 'l~株式会社編 rlll ...3.菱商 'IÇ全<tJ ~ï 3どさ
A'Hfi史(第4分IIIr)機州制 2004年， 188 H'。

}<. 1 ドイツ〈よ~ifij'J~の湯所長と(fお人民

11股r， 氏名 iHT::iドJJH (1:裕人u
駐(d!-l-:'J，W 日j' lIil:/，~-ml 1919 :iド9)J 2 
/1¥以LUJ市 ~1Ì'llilぷ-J'!II 1921 11: 1 JJ 4 
H'，1Juvr Jo fT: ~!j'IIIJ{，~ 一日11 1922 il: 1 )J 4 
文J，¥i1主 !J!J'llrllJ~ -日11 1924 '0ド6JJ 10 
支配人 ~!j'IHJ (J~ -fHI 1928 iJ'. 2 JJ 8 
支配人 飯!J!h:'i次 1930 iF 1 JJ 7 

文配人 ll.主辺Jrr!ll 193511'.))J 7 

支配人 自宅宅XMI 1939 :q， 8 JJ 
Il¥I9fl -:去を 1均・ 'J~株式会社編 n口三袋 l瓶事全!とj 第 8
Ji.場所史 (第 11分IIIr)ドイツ剥 1988 '0ド.
101 H， 

it) (d1t人11はIU1.ifWのみ。

界大lii引をのドイツ純消のiJt乱のなかで. 三菱l瓶

事は臨海軍向けの機依取引で地!J.~を問めていっ

た。

-紫合計常業;~IIから分離独立して 1 918 年

に三菱商事が発足し海外庖の移行が進められ

たl川。1921年 1) J 1 円に 三菱 Ifíj:J~ は. 三菱合

計のロンドン支)，¥;および.その附属場所を引き継

ぎ.ベルリ ン出版uも改めて尚'Jj，ロンドン支出
竹下の11¥眼目となった。ただし.組織J:は野UH

の!同人商 J，\~のままであり. Kyoichiro Noma， 

Gencral Agentur dcr M1TSUIヨISH1SHOJI KAISHA， 

London sranch (ベ詑硝~Jj.会社ロンドン支庖代

理Jm'f'UIJ恭一nJW初mとして営業した。ベルリ
ン/1'，似μは， 1922{fに出張所に持格， 24年に

はロンドン支応から雌れて.独立したベルリン

文川?となった 19)。

1928年 1) J 31 11 にベルリン立山は雌止さ

れ， l'iJ.1F 2 J1 1日に独立の現地法人として. ド

イツ il~に基づく祈|拠点ー任ドイツニ1.ë附・J~ (Mil-

sllbishi Shoji 1くaisha，Gesellschaft mit beschranktcr 

卜1aftllng，ser1in)が設立された20)。資本金は

loo/jマルク(払込み 50万マルク)，設立時の

18) -:長:H'fj'Jf.株式会ト1:r二必附ーLJHI:火J1'..&， 1986 
{I'.， 191 n。
19) : ~社必刊行会「竺袋社誌J 33 (大IE13 '1・)，
Jlu;(大手:11¥)坂会， 1981 il:， 6683!'i。
20) :ょをむ iL[. 刊行会 fご: ~社芯J 35 (大正2-5
fド). Jlu;(大学/1¥1:反会 ¥982イド.¥24μ。
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出資'(i'は.二菱商事本庖 (9996)と野間恭一郎

( 196)であった210 ベルリン支庖は合資l時代か

ら.野H1Jの例人商l古として'ill-業していた。しか

し実態として外旅l会社の文屈であるにも|見lわ

らず.名11上.個人商1r1fで活動しているこ と

が ドイツ当局より脱税行為として問題視され

る可能性が生じ現地法人の設立に亙ったよう

である。『三菱社誌jでは.1928 11: 2)-j 1 n付
「商、J~会社1i'IÆ本支府組織変民J と題した短械で.

f三菱商事株式会社1(1林支出ハ従来支庖長1閑人

名義ノ一間前ナリシ処其ノ組織ヲ独逸団法ニヨ

ル有1lJ~:a任会社 (資本金百万麻克半額払込) ニ

変更シ二)J一日以後新会社ノ名義ヲ以テ'1::;"・Jiヲ

ナスJと将じている 設立に先立って. 1927 
年 12月 IHの三菱商事臨時取締役会で.ベル

リン支出の現地法人設立が決議されており.議

事録には「伯林支j苫ヲ19t逸iJ;ニ依ルー独立会社

ニ組織変更 (竹テ巴里支出ヲ仏国法ニ依ルー会

社トシタルト同様)Jと記録されている22)。

ドイツ三袋商事の設立に先立つ 1924年6月

に独立法人としてフランス三菱 (Societe八110・

n卯leFral1caise Mitsubishi， S. A. F. M.)が設立

された。 ドイツ三菱商事と同様にその設立は税

法上の問題を回避するためであったお}。 当初.

フランスでの三菱の営業印刷は. ロンドン文庖

管下のパリ/U張貝. リヨン/1¥張只という形で派

遣された久我貞三郎の個人名義の会社で行われ

た。ただし表面上.久我の例人商問とはいえ.

事実kは三菱商事の海外1，Ifであり.税率の低い

偶人樹脂としての登記が.フランス当局から脱

税行為と見なされる可能性が生じた 同時JUJに

三菱商事とliサ様に{間人名義で登記されていた三

井物産のリヨン出張所がフランス税務当日によ

り脱従行為と認定された。これを受けて.三菱

商事は本町の支庖化もしくは現地法人設世を比

較検討し税率の低い現地法人を選択したので

21) rll-1三袋1m'J~全史(ドイツ制)J. 88μ。
22) 三炎筒 )J~株式会社 f臨時取締役会pjl~HkJ 1927 

年 12} J 1日. r取締役会決事録原本 (2)j(MC-
262. ::モ告を史科目的。
23) If，¥ iij没jjifJUJフランス三袋の経営活動J.2!'( 

ある

ドイツ三菱商事とフランス三菱は.双方.税

法kの問題で現地法人が設立されたが. ドイツ

はフランスに 3年以上遅れての設位であった。

1924年5月にパリ/]'，強所とベルリン出張所は.

同時に支庖弁絡を来たしその際に現地図itに

よる独立法人化を本j苫にHIIIしていた24)。三井

物産リヨン/1¥張所の例もあり，12を要したパリ

支J，!iは.すぐにフランス三菱の設立に動いた

が.ベルリン支庖は「それほど緊迫感もなかっ

たJ2S)ため.独立法人化が巡れたようである。

1< 1は戦前期におけるドイツ三盆商事の場所

長および在結人只の推移を示したものである。

三菱合資時代から 10 年余り . 野~rHJ~~-郎が場

所長を務め.その後5年余りを飯野i告次が引継

ぎ. ドイツにおける三菱商事のi窃植確保に関し

て，賢釘削~H問i悶司 . 飯堅針fのf訂t

る。在籍人Hは 1924年にロンドン支庖から独

立してベルリン支前となった|禁に増貝されてい

る。なお.表 lは正口とeW.uのみが計上されて

おり目日本人i院日と外国人戦日の区別も不明で

あるが.支出独立後の人口は 7-10名で推移し

ている。

ただし 『三菱合資会社 ・分系会社名簿jを

利川した大山久幸 ・岡崎哲二の研究によれば.

同名簿で確認できるドイツ三菱尚事の職1~数

は. 1928年9J-J時点で20人 (海外庖全体で

282人， フランス三菱 18人).1935年9月H寺点

では 30人であった (海外出全体362人.フラ

ンス三菱 12人)26)。経営不振により.1932年

に資本金を半減させるなどの経営合理化を進め

ていたフランス三菱が 18人から 12人に減日し

たのに対して27) 主力の機械に加えて目rlllJJ巴や

維1't.金Jlf，の各取引でJI仮湖に]削及山iを{rl'ばして

いたドイツ三菱商・J~は 10 r，の.tW J! とな っ た。

1930年代に三菱商'Ji.全体の接待拡大で海外出

24) r二三菱問、Jc社!とj".巻 240点。
25) r二三菱商事社史jU巻.40 Ji。
26)大山 ・岡崎「絞liilJ切における三k商事の組織と
験日のキャリア形成J. 127.a (第2表)。
27)似 iij災liiIIUJフランス三菱の経営i可動J.9氏。
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公2 -13E尚IJ~の|制点取扱刈のJ佐砂 ( 1930-39 :1'1'-) 
(lji. f立白千1'1)

I~建械j政J放23
年度

j政扱山全体

.j~rll収ヲ| 受託J~i] j tt，:j' (八) 光x'(取引 受:，，(:J以引 合計 (13) (八)(13) 

1930 14.357 20，361 34.718 156.968 190.077 347.045 10.0% 

1931 7.648 20，330 27，978 131.768 146.397 278，165 10.1% 

1932 9，507 35，279 44，786 205.555 212.576 418，131 10.7% 

1933 15，572 46，657 62，229 291.338 276，569 567.907 11.0% 

1934 20，797 69，134 89.931 307，056 338，850 645，906 13目996

1935 20，656 89，り90 110，646 442，389 419，591 861.980 12.8% 

1936 23司135 97，027 120，162 609.919 381，906 991.825 12.1% 

1937 33，383 118，428 151，811 853.588 452，020 1，305.608 11.6% 

1938 71.497 155，605 227.102 866.469 685，305 1，551.774 14.6% 

1939 84，185 195，103 279，287 1，106.973 790，979 1，897，952 14.7% 

11\1好)三菱商IJ~株式会rl: í総合決t;:表J れfド (: ~~と科目'1\. MC 1062-1106)ーマ菱商斗E株式会社
編 f三必1f!PjT.-n ~とI 資料編.1987 '.ド.76・77点。

iU 三委~lrH~Fの決mUJは . 上JUJ 4-9 )-J JUJ.下JUJ10-3 J J JUJ。

のJI，銭只数が増加するなかで• HIJ外間の職日数全

体に占める割合も. 7.1% から 8.3%に若|ーの

m1Juとなった。
大山 ・岡崎は.三菱合資から独立してflfIもな

い|時JUlの三菱商事が.外国人Jlut.nを相当数IfI¥川

することによって必要な人材を充足していたこ

とを桁摘しているがお) ドイツ三菱商事におい

ては.一貫して現地で応用された外同人戦Hが
1，'i却ij止:~\.で重要な役W1l を来たした29)0 1930イ1:.3

)) 時点においてドイツ竺菱商事全体で6人の外

11<1人技師が在籍し. 1939年 11月H守点での機械

係は11本人戦H4 :?，，， 外1311人職貝 10人で仰j北

されていた30)。外国人JII波n10人の|人j訳は.技
向ji3 名.椋送係 (司~.{:先も合む) 4 r"事務 .1.任
務31'，であった。外I'fil人戦口のなかでは. 1923 

年入社のクルマイ (KlIhlmey)と 1923-38年

まで技師として勤務したイグ リッシュ

28)大山 ・岡崎 iij災jjijJUJにおける三袋前恨の組織と

総μのキャリア形成J. 129-130 fi。
29) 火山久幸「戦iiíJJYJ マ ~jßj 'J~の海外1，Ij舗におけ る

現地従業Hの役;lplJr桁MJぐ"(:経常絞J!I[研究J~~ 
93 ~J (201311:' 10 JJ)， 74 fic 

30) íイl~lUiイモ独|喧l三~Il百 ' J ~ 2;tJ:づ|縦約 "U 1930 {ド3
)j (MC-1020.三築史料lifi): 1.幾彼掛「犯!I長I:災
i碕 'J~会社機械取引JJi. i兄 (il江主監. 三宅支配人公代)J~

J方'J1 ~lHltIi~ I't:奴i)J 1 939 (，1~ 11 fJ (MC・1025. ブ
まを史料館)

(Iglisch)の役111)が大きかった3')。イグリシュ

はベルリン仁科大学を卒業した技師であり.機

械~j十外人主的;を務めた32)0 

ドイツ三袈商事は. 1930年代以降 11本 ・

満州 ・中岡からの愉入業務に|弘lして.ドイツ本

国に力11えて.オランダ.ベルギー.スカンジナ

ピア諸医1. スイス目オーストリア.チェコスロ

パキア.ポーランド.イタリ 7. パJレカン諸|五l

までを範聞とし大陸ヨーロッパの中核問とな

っていった。

II. 三菱商事の機械取引

l 機械取引全体の動向

1920年代における三菱商事の機微]削放尚は.

22年度の 8897J I'J (全体の取扱尚21.立233Jj 

円).25年度の 1823万l'J (1百J3 (i在41077j円).

28年度の 2940万円 (4佑 6229万IrJ)と)Ij(i調に

増加した33)。ただし全体に占める機械Jlk扱rE
の1111合は. 1922年度4.496. 25年度 5.396.28 

年度6.696とi制1W1傾向ではあったものの.尚j!JT.

全体の取扱釘i全体からみたi七jf~は小さかった。

31) r1H三変尚併合史 (ドイツ編)J.93， 105以。
32) 機械掛「ドイツよよさ陥事J~会主1:機俄取引税j兄J. 16 

以。

33) 三菱商事株式会社 『三袋IfHIJHJ:~とH'f辛j.~M. 1987 
年. 72-76!'i 
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:/(3 三菱IfliTl~の工作機俄]削及お ( 1 930-39 年)
(III，{古: 千円)

fド!支 光口I政'JI受:，itJ政づ|合，11'(A)
機彼l収扱山全体
にIliめる1;リ合

1930 216 55 271 0.8% 

1931 297 28 325 1.2% 

1932 1，71-1 1，0-17 2，761 6，2% 

1933 1，708 1.985 3，693 5.9% 

193-1 2，926 2.-147 5，374 6.0。自

1935 1，942 2，109 4，051 3.7% 

1936 2，370 -1.847 7，217 6.0% 

1937 6.855 11.635 18，490 12.2% 

1938 19，428 1-1，808 34，237 15.1% 

1939 24，640 28.686 53，326 19.1% 

m所)/J:. 2 (こl'iJじs

三主主商事の機械取引が{I!I:!えするのは目 i前ナ|・|耶変

以後の 1930年代であり.機械取引の比重の大

きいドイツ三長商事の役111リも大きくなっていっ

た。

表 2は 1930年代の三菱問中の機彼取扱高を

示している。 1 930 年代における三菱商，:J~の機

械取扱高は 30年度の 3472万円.訂正iミ伎の

6223万円.36年度の l位 2016万円.39年度

の2tC!. 7929 万円に急増した。 三菱商事のJ~扱

市全体に占める機械取扱111iの割合も 1930年度

の 109oから年々上昇し 39年度は 15%弱と

なった。

2. 工作機械取引の急増

1930年代に急増した機彼取扱高を支えた取

引の一つが.工作機械取引である34J。表3は

1930年代の三菱商事の工作機械取扱尚を示し

ている。三菱商事の機械取引のなかで.工作機

械取引の占める割合は満州事変後のlf'[il~増大

をwll'f)j(に 1931年度の 1.296から翌年度には6.2

%に附加した 日中戦q，・の始まった 1937年度

lこ一気に 1096を超え.39年度に2096弱まで

3.1) 1930年代の三妥商事のて作機械取引について

は. 問告部i日i十村伐i長~!史iど~ r三宝変E尚
l卜'，11山lJ和M雄f. ，古川字予編『戦liiIlVJ北米の11-1，;商社-
(1:米接収火科による研究 -J 日本経済;N~命社.

2013年参!!日

増加した。工作機俄の取扱rJiも. 1930年度の

27万川から 32年度の 2767J'川と約 10倍に附

加するとともに. 11 rl' i政争lUJになると 37i下l立

の 1849万円.38 iP!rの 3424万円. 39年lEの

53337J11J!こ:'::'.1目した。

工作機械の主な輸入相手11¥1は.アメリカ とド

イツであり.1930年代に-ttして両同で愉入

総額の 80%前後を，Ijめ. ドイツからの輸入工

作機似の主力は腕自主と研肝挫であった35)。 ドイ

ツからの工作機械の絡入を担ったのは. H;f:商

干上として三井物産. ス菱商'Ji..大ti附会. ドイ
ツ系商社のイリス尚.会などであった36)。

三詑商事は 1920年代前半にアメリカの一流

工作機械メーカーの一手販売契約を獲得する

が.本社機械部の消械姿勢も屯なり. 1920-30 

年代前半の輪入工作機憾の取引は低調に推移し

た。さらに社内でも，購買側があらかじめ希望

の機槌 ・メーカーを指定する場合の多い工作機

械の場合.特定メーカーとの一手販売契約が取

引の拡大を ml~与するという考・えも強<.三菱商

事は一手販売機を次々と手肱していった37)。こ

うした状況は満州引変後の工作機械需要のfg;or:
により変化を迫られることになったが.三詑商

事の対応は遅れた 体勢を立て芭すべく .アメ

リカ系の機械専門商社のアンドリウス商会と提

携を進め.1930年代下ばから再び海外メーカ

ーの一手販先権鎚科を活発化させた38)。

3.売買取引と受託取引

ここで陶社の |震被取引において重要となる)~

引方法について整理しておきたいわ三菱商事の

取引方法は，商品取引による光買損主主の発生す

35) i/Ol:尖 fマザーマシンの拶jγs有限大学HlI仮会.
2013年.90-92 l'i 
36)イリスl前会については.rイリスI萄有創業了T1ド
史:11 ?~!貿易史に対するー;九・与j イリス商会，

lリ59;，ド:rイリス 150年 :fJIYJIVJの氾憶jイリ
ス.2009 il~参照

3i)二三袋商事株式会tl:緩 r0'， ~佐貿易主主J 1958年.
227ょT。

38) ベ 4E揃 'lH幾側部大阪支部 「飯野 - 風 UII ::支部i毛 'J~
.fn引紺ii11U 1938 iド11JJ (MC・753.二三袋!と科
目白). l6fi。
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る「光n取引」と手数料収入を1Uる「受，j{JI¥(
ij lJの 2 つがあり . 収i}}(?::jは 1'[日者の合計-仙でフJ~

される。三菱商事のJjX搬出を抱桜する基礎的数

値は 「綜合決算表」であり 39) r三長商ZHI:史j
1ff 1'l編のデータも同"1<.に~，色づいて'}i:l1'rされてい

る。なお，i綜fT決Z}:1<Jと f三菱商事社史j

1ft 1"1制の数値を比較すると， I綜合決znt<.Jに
おける 「光口m俗JJ}'[ 11の 「ゾ己上代」が f資料
編jの「yUH取引J.I下数料JlJI 11の 「取扱金
額Jが「受託]取引Jに対応している。

1930-39年度のJjl{扱白金体で先日取引と受

託取引の合計を比較すると 56:44で克n取引
が1会勢であったが，I幾彼取扱日では26:74で
受託取引が大きく J'.I"Iっていた (表2)。必n
取引と受託取引に|刻しては. )JIIIIi長世l!太が機椛部

の/'dï取引が収経Tiïîで全社的に顕子í: な!~[献を示

した反面.受託収引による手数料収入の氏|放は

小さかった点を指摘している相。

ン，'diJ!X引と受託JI¥(rj 1は.それぞれl持者が""，合

取引と見越取引(忠!'bJjl{引).後者が受託n付
と受託l仮先に分知される41)0 1934イドに機械ml

が作成した 『代理販先nUJでは 「商品取扱J
のmllに先口取引として「イ1:切J.受託取引と

して「委託jと記2践している42)。光yi取引と受

託取引は.三菱商事と取引先との版元 ・n付に
関わる代理契約 (正式な契約ili-の;IW，い紳士協定

的な附係も含む)によってl五分され.商品のq守

性やll}l.引慣習. u'PJj.とメ ーカー111]の力関係など

によって決定されたと思われるが.史料的なおIJ

約もあり.踏み込んだ検Jすが縦しい。加えて機

39) :去を!と料館所必の f事，;.;合決nぷJに1%1しては.
加藤他大「戦IiIJJ切竺~防lJÇの |幾俄1&引 -~j，((i0

J佐拶からの接近-J r一五! ~料自n ，;~ tW ~"i 12り・
(2011 iド3月)，107 ~'.i 参)1(\
40) 1m必 iij従HfIJUJ三袋jfli'Ji，の機似j政づIJ. 125日。
41) :. ~ 商ーJI株式会社創刊1:炎闘が全!とj第3

どさ ・ 業務史 (~ I 分11ft) 総統編 - 業 J1，1'i: J1H ir~. 
20041ド， 153 TI。三 袋i布・JcのHiイl'.見位 (思
感)・受託 (委mの件取引については.大イiII( 
1M iìjl~IIIJJUI三必尚jIJ f.の取引 ílllJj立 J r--::a ~f:I'nn論
集J~ 12号 (2011iド3!J) 214-216頁も参m¥
42)マ変尚別機械1';11i ftJlI[J坂コピ11鉱 (1人j地)J 1934 
イf811現在 (RG1311E35・E/C371，NARA所縦)

械の充n取引では.どのようなケースで出合J!X
リ!と見越取引が成立したのかも.作i泌長lの競争

)J (強み)を検討する上で今後のA:袈な論点と

なろう 工作機械の取扱日をみると.機彼取づ|

全体の傾向と与もなか 同JUJ聞の合計で48:52 

と完n取引と受託取引がほぼ措抗していた (表
3)。

「売口Jと「受託」 をめぐる海外山における
機械取引では.当該IlilのJI¥(引忙n'ilや11系If!if1:に

対する現地メ ーカーの取扱方針も ìff~ とな る 。

、li時の--'::)1:物派総11は. ドイツのメーカーとの

取引に|刻して， I三)1:は Dcmag.三菱は lくrupp

が主力であったが. ドイツの企業はー下販売慌

を与えず.お?与をiliれてきた所に向うEをまかせ

ていた。この1.)ベルリンの駅 (Schlesischer駅)

で客のご1"奪戦が行なわれ. 省:を m~. して必裂な所

に案内するようなこ とが行われた。三ょをは:ill:.L

を持っているので， ;J;J娠りがよかった」と|口|胤

している1))。 他}j，:ベ袈耐司Iの繊維機械j収引を

検討した加泌総太は， ドイツ三菱商事と針布メ

ーカーのピーター ・ウォルタースfiとのJjXi]1に

触れ. 1930年のー下販売契約締結後，33 if以

降に設11i1it支資を活発化させた国内紡訓企業への
l坂光で 同社製品のj伐り扱いが拡大したことを

IVJらかにしている川

前者・の三'.11:物産l俄11の回想からは.一手l仮72

契約による特定のIffjfl:との間定的な取引|刻係が

取引全体の拡大にマイナスとなると. ドイツの

メーカーが凡なしていたたことがうかがえる。

ただし ドイ ツのメーカーでも目後者の一手版

先権を縫子にU本r1y.tJ)jに進11'，したピーター ・ウ

ォルタースfl:の必例もあり. ドイツのメーカー

が. どのような条件や状況で， 品il7l::的な代理ll}，~

契約(一手JlI.b'~契約) とスポ ッ ト取引を選択 し

たのかについては， より悦重な検tiすが必要であ

ろっ。

43) 釜 i}~ 克彦制 『 ドイツにおける こ:)1:物l恨の歩み

(iヰ版)J欧州ブ)1物産 ドイツイI1別会n，2000 
年，40 J'!。
44ω) 1，加'JI川IIlj，総i彰:H他i世也l色!太 r :.占変~ Iî尚t削H刊，リ引jμL とヨ力f~製4作所 (れ1)川Jr，¥正ρ¥'山':刊J
大〆学主la命捻ja第~54 ど谷主凶羽釘~ 3 日.(ω201ロ2'.年ド2)])， 55J'i。
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表4 ドイツ三変商事の部日IJJllt及，r:j ( 1923-42 lr~Jゑ)
(1j1.(立:千円)

年度 合計(A) 機械(日)i (8) (A) 金以 I2産 ilhJl巴 水産 生糸 綿2控 雑貨

1923 745 565 75.8% 162 18 

1924 2，578 1，596 61.9% 586 163 233 

1925 2，885 1，797 62.3% 621 60 407 

1926 7‘493 4，561 60.9% 1，948 49 39 896 

1927 7.205 2.846 39.5% 2，915 208 55 1.181 

1928 11，504 4.975 43.2% 3，444 1，288 12 1.785 

1929 7.111 3，256 45.8% 2，877 401 105 472 

1930 7，383 3，293 44.6% 4.090 

1931 3，989 1，880 47.1% 2，109 
1932 11.007 2，375 21.6% 8，632 
1933 23，303 8，179 35.1% 15.124 

1934 28，599 8，876 31.0% 19，723 
1935 31.604 8，474 26.8% 23.130 

1936 33，047 8，141 24.6% 1，611 596 15，047 323 206 7，123 
1937 55.330 11，428 20.7% 1.799 1，108 32，161 381 597 7，856 
1938 71，674 21，271 29.7% 5，098 1，957 37.217 322 679 6，130 
1939 65，887 36，759 55.8% 3，886 941 16，515 316 2.729 2，301 2，440 
1940 56.418 21，544 38.2% 8 3，445 24，530 86 1.768 4.167 870 

1941 31.605 10，655 33.7% 126 1.219 14，319 3，646 670 707 263 

1942 27，603 17，287 62.6% 9，506 23 787 

。
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皿. ドイツ三菱商事の機械取引

1.機械取引の概観

表 4は 1923-42年度の ドイツ三菱商事の取

抜高 (仕入・販先の合計)を示したものであ

る。1920年代のドイツでの取引は機械と金以

を基盤に民間し. 1930年代に入ると，機械取

引も仲びていくものの，llJ(扱許i全体が上昇する

なかで.相対的に機械取引の比重が下がってい

ったことがわかる。第一次世界大戦後の三菱合

資のドイツ進出は.陸海軍向けの機械取引を見

込んだものであり. ドイツ進出当初は|援海軍の

兵器購入や技術導入の業務が中心であった叫。

三菱商事のドイツにおける機被取引の基礎と

なったのが.①ロールバッハ金属飛行艇と②メ

タルパンク (後のメタルゲゼルシャフト)社と

締結した技術協力協定である。1922.11ミに三菱

-15) n日三主主防事会!と(ドイツ編)J.89 ~。

商事は海軍と協力してロールパッハ金属飛行

艇の製造権および売口契約を結び¥ ドイツの航

空機メーカーに対して「三菱」の存在を強く印

象づけ，航空機分野は 1920年代の機械取引を

牽引した4610 メタ ルパンク社との技術協定は

1925年に三菱合資との間で締結された47)。協

定により， B~!l!両国に合弁会社が設立され. ド

イツに設立された東亜ルルギ社では ベルリン

支庖長の針11:llが役員として日本側の代表となっ

た。1931年に日独の合弁会社は解散するもの

の.メタルパンク社は化学機械メーカーのルル

ギ社の税会社であり， ドイツの機械取引の恭主主

構築に大きく待:与した。

ドイツ三菱商事の発足後に機織取引の中核を

担ったのが製鉄機械と化学機械であった。製鉄

46) r立泌貿易鉱J.237T~。
47) n日三菱商、J~全史 ( ドイツ編)J . 94-97頁:工

t主計'ti遡ょする ライセシングJr[11!ll企業関係
史j目 144-149点。
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機械では. 三菱商事はクルップ社と舵iJ~ し叫

化午機械ではリンテ・1'1:，)レルギ社と術後な|民l係

をt'{Ci/.した。三菱商判ま.住友金属工業.下iりi

製剣所.日本製鉄. 三身製鋼lilJけにクルップ1'1:

製の製鉄機械を多数取り扱った。また， 1930 

年代以|洋製鉄機械の取引では.満州市場ーが拡

大していったが，特に11(1和製制所向けの製鉄機

械ではクルップ社製品の受注に成功し.これを

挺子に化学機械など.満州IIlJけに ドイツ製機械

の輸出が試みられた

化学機械では.第一次世界大戦を契機に空"，

室ぷ同定法によるアンモニア合成技術が宅索肥

料工業に転換され. イヤ !此硫安の~Iミ産が欧州諸 11i1

でIJfJMiされた川。三詑1IドJi.は， 1928作に リン

デ社の室実装ji~ をIlil手IIJ肥料向けに契約し翌年

にリ ンデ社のガス分離装ii'j: を if~ì1'1'1の鞍山製鉄所

肥料て場 (後の満州化学)に納品した。1930

年にはIIp，和肥料にルルギ社の硫酸袋町を販売

し.この取引を契機にルルギト1:とはf-tFIWi契約
ががiばれた。

1937年以降は.11( '，1，;' 1旬けの工作機械 Ji~ 引 .

限海軍向けの航空機・兵器取引が活況を足し

ドイツ三菱商事の機械J~扱山は.21増していった

(表4) 以上のようなドイツにおけるご些商~F

の機減収引の確立過利でili:要となったのが，ク

ルッ プ社との取引であった。

2，クルップ社との取引強化

第一次世界大戦前のクルッフ'1-':は. ドイツ系

商社のイリス商会を代理l苫として.兵-H31・Fを11
本に輸出していたSOA しかし大戦後にドイツ

問|人jの軍需が制約されるなかで クルップ社は

がIj:外市場で、の販売強化に采りH_¥し 日本に|射し

ては 三菱造船. 三菱航空機.三菱屯機との111・

|的内取引を見込んで 一主主ft'ijlFとの関係強化を

図った。三菱商ギとクルップu間では， r優先
的提iJ~の l原口IJJ が確認、 さ れ. 三菱商事にと っ

て. ドイツ最大のil1T業メーカーとの好関係

48) r也教i"l劾録J.202!'i。
49) r立業貿易3止J.216以。
50)引11三菱商事全史 (ドイツ縦)J.69-70!'!

は， ドイツ同I)'Jでのプレゼンスを大きくれjめ

た51)。三主主im:]1'.とクルップ社 III Jの II~~Iが強化さ

れる小で. Iり26年には両社の共同出資による

日本でのJ!!.(/I己会社s世史の交渉をiTIねたが. クJレ

ップ社がii'j版むを勢に'I!i;じたため目立ちii'iえとな

った。この件について， 1927年 3)J 31円の三

菱 Ifij -Lji-のJI~締役会では次のように報;りされてい

る52)。

クルップ会社ト合間シ11本ニ於テ版光会社

設立ノ1'1・ハ.其j行ク社組織内情モ変化シ.ク

社ハ単ニマグデプルク工場ノミノ {~I， ïJニ限定

セン トスル形成ニテ.カクテハ我社 トシテモ

興味ナキ次第ニイサイtldJ経営liiJ題ハ(Ir:長消滅ニ
，.，，;シタル

JU坂会社は実現しなかったものの.クル yプ

社との取引は緊花:化していった。 しかし IdJ社

は三菱商事に対して. 1二1:本向け製品の一手II丘必

村Itを認めず.あくまで「優先Jの取り扱いにと
どめ.他のIffi1'1:をjiJ1じて日本に輸出することも

あ っ た。 ただし.その場合も. 三~Iニ物 ilrr を代理

的とすることはほとんど無く .大合iWJj.やイリ

ス商会.シーボルト閥会などが利用された53)

クルップ1'1:との機械取引で主力となったのが

製鉄機械である。1925年の川崎造船所の製鉱

工場拡張に|捺して.クルップ社と蛇iJ~ し . 三菱

尚司lとしての大型プラン ト受注の叫欠とな っ

た5~ ) 。 以後.クルップ社との述携を深めた三菱

商・J ~は.円本の製鉄会1' 1 :にクルップネ 1:製の製鉄

{鮒戒を次々と納品した。またクルップ村.の開発

した製鉄法 (RennProcess)の特許をIlil和製鋼

所と竺菱鉱業とともに 407jポンドでn収した。
この特討ーは後に川崎製鉄， 11併11鉱業にも分権さ

れ. μ本の~lH失業の発反にkきく寄与・した。 ク

51) flH三去をff!j'Jkil:史 (ドイツ編)J. 103 ii 
52) て菱商 ・)1株式会社 「定時取締役会決')~UJ 1927 
fド31J3111，r取締役会議邪録原本 (2)J(MC・
262， 二三袋!と料航)。
53) r、工業i;1MHJ.250点。
54) J11自tjjilnn，好rJII附j立船l剖十{I:~とJ 1936 {戸 145 
点。
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ルッ 7.-rJ:は.①Fried，Krllpp A. G.， Essell.② 

Fricd. 1くrllppGrllsonwcrk A. G.. Magdcurg，③ 

Fricd， K.rupp， Rheinhauscn， @Krupp Genmllliaw-

erft. Kiel などの工均群で|持成され.ボイラーや

持油精製機後.ディーゼルエンジンなどの日本

向け輸出を行った 三裁と松も関係の深いて坊

が②のグルーソン工場であり ，lJX引機俄は.製

鉄機械，~ I"鉄金!t.J:i J.:f延 s没1Jiiì.鉱 111 '冶金 ・セメ

ント ，?IJIJJ旨機械など多岐にわたった。

クルップ社とは一千..j収光契約を締・結できず目

「優先J取 り扱いにとどまっていたため， 11本
メーカーからの2lf諸に応じて，クルップ社のラ

イバJレ・メーカーであるデマク'社 (Del11ag)と

の取引も行われた55)0 1933年に円本鋼1j"'i'li'Jけ

の PilgarMill など.他にi'iiiif屯工，JE!.ヶ崎製

鋼.日班製鋼等にデマグキ1:の製鉄機伎を納z;111し

た。その他にも.シュ レーマン 社 (Schlae-

l11ann， Duesseldorf)，ハイドローリック社 (Hy-

draulic， Duisburg)などの製鉄機彼も取り扱つ
守.，_。

3.工作機械取引と代理庖契約

三菱商事の工作機械取引は.アメリカ税とド

イツ製が中心であったが56) 1920年代の停滞

期を経て，1930 年代に次々と一流メーカーと

代理庖契約を締結したアメリカ と異なり. ドイ

ツでの代理問契約は l社 も締結できなかっ

た問。一手販売契約を結んではいなかったもの

の. ドイツ三菱政事は. ドイツの有力工作機械

メーカーと緊密な協))1対係をi1lt築した58
Foriep社は.クルップ社系で製鉄関係の大型

工作機織を専門としていた。1928年にロール

liJf削 銚 (RolI Grindcr)， レール旋盤(Rail 

Lathe)を八幡製鉄所に納品した。1933年以降

は.正式契約は締結していなかったが. ドイツ

55) r立業貿易主主j.203 ri 
56) ドイツ工作惚彼工業については.本国必-rド
イツ工作機械工業の20111:紀:メイド ・イン ・ジ

ャーマニーをえ:えてj多賀出版，2011 1ド参!!~，。

57) flll :姿商事令!と (機峨編)J.97頁

58)以 ド.ドイツ 1:!~，機峨メーカ ー との関係につい

ては，r旧-=~尚'J~全史 (f幾械編)j，97-98只

三菱尚事の一手販売椛が認められた。

Pittler社は三洋閉会を代理liJ，liとしていた。 ド

イツ三菱商引をilliじて.三菱lTr工が!日IUより大
量ri付を実施した際は.三洋商会の11銭が含ま

れていた。このしl銭は.いわゆる 「内U銭」で

あり.アメ リカの工作機械メーカーの事例であ

るが.沢wxがグレー社の分析から， 1)..1口銭と
外Ui.!!について詳細に言及している則。一手販

売契約を締結した代町庖が受け取る内口銭は.

機械側格に合まれるLI銭であり.工作機械の場

合.通常 1096程度であった。|勾口銭は「工作

権被輸入業務から得られる大きな利J，~を商社に

保証Jするもので.名商社にとって一手販売権

~i得の大きな誘悶であった。

また，Rcinccker社 とは陸軍の工作機械買付

でドイツ三菱商事が関わったが.三些からみて

「法外の利話」が一手販売契約を有する日本の

代理庖にi/!f.ったものの.同社側はそれを容認し

たとされる。FritzWcmer社は兵器製造用工作

機械の専1"1メーカーであり. ドイツ三菱商引が

5iii丸薬焚製.iiIf幾被の一手販売の「了解Jを科て

いた。同社の11本代理屈は東方貿易であった

が.陸海軍はドイツ三菱商事を代理l占とした。

Carl ルlahrネ1:は工41.ゲージのメーカーであ

り 当初はドイツ三菱商事が代理販先を行って

いたが，1以yE不振がibtき.日経1m券商18が日本代
理問となった。 ドイツ三菱商'J~は藤 11 1 より ド イ

ツにおけるiHJ'初出を委任された

p.J， 競合商社の動向

l 三菱商事の急成長

海外市場において. 後発の三菱商.'J~は先行す

る三:11:物産との問で倣烈な競4'[1トを各地で展開し

た。 ドイツに附しでも.三井物産のドイツ進出

は 1899年であり.三SE合1ftがベルリンに進11'，

する約20年liijにハンブルクに出張白を設ii1tし

59) iJx :n尖「アメリカ製工作機似の輸入と商社日i~lj)

一1930-1965年一Jr大阪大学経済学j第45巻
第2サ (1995年 12JJ) : I百Jr日本工作機械士殺

とアメリカー戦liij'戦'1'JUJ -J r大阪大学経i行
学j第51谷第2~J (2001 11-:: II月). 14-15n。
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まく5 三菱l樹'Ji..三)1:物産のl収抜高比較 (1930-3911二)
(Ijl.(立ー千j11・%)

三よどilMJT. ::JI:物jm 二三~/ ":;J I の比;1茨

年度 機械l削及悶 I附放山4子体 機械1&1放出 J収扱Î.::j ~~ f本 機械 会{本

(A) (13) (C) (D) (A) / (C) (13) (D) 

1930 34，718 347，045 84，447 882.308 41.1% 39.3% 

1931 27，97'13 278，165 65，867 866.949 42.5% 32.1% 

1932 44，786 418.131 78，311 1，096，247 57.2% 38.196 

1933 62，229 567，907 106，792 1，358，480 58.3% 41.8% 

1934 89，931 645.906 156，310 1，657.237 57.5% 39.0% 

1935 110，646 861.980 162，208 1.717，584 68.2% 50.2% 

1936 120，162 りり1，825 170，り34 2，067，533 70.3% 4'13.096 

1937 151.811 1，305.608 216.369 2，460曹255 70.2% 53.1% 

1938 227.102 1，551，774 276，664 2，554，539 82.1% 60.7% 

1939 279，287 1，897，952 331，995 3，236，253 84.1% 58.6% 

合計 1，148，651 8，866，293 1，649，896 17，897，385 69.6% 49.5% 

出所) 表 2 /1\)折資料 : 三) 1:物政株式会社 f三 11 物産 'J ~業報告~I}: J 各 JUJ o
注)三菱商*の決mUJに対応して 句 --::~ I:物産 ( UUI 10-4 JJ JUI.下}リ15-9月JV!)の{fJ皇:取扱向を鉱山。

ていた。なお，三井物産以外では， 1939年l時

点で大合I賄事ベルリン文II!;(11本人l限只5人)， 

イリス商会 (円本人戦112人. ドイツ人職H約

60人)，シーボルト il'H会(円本人級品 l人)， 

クラウゼ(三洋閥会)，海外通尚などが競合商

社と して ドイ ツ三菱商引に認識されていた(，0)。

表5は 1930年代の三菱商事と三チ| 物産のJ~

扱7与を示している。1930年度|時点の三菱jl'fj'Ji

全体のl~抜高は. 三 1 1 物産の 40% 弱程度に過

ぎず，三井物産に大きく 引き出Itされていたこ と

がうかがえる。1930年代に人って， JI~扱171 の

拡大を:IWし進めた三菱商事は三:)'1物産を猛追

し取搬出における対三井物産の比率は， 1935 

年度には 50.2%，38年度には 60% を越えた。

機械取扱高の対三井物産の比率は， 1930年度

の 41.1%から 35年度 の 68.2%，38年 度に は

82，1% にj重した。

三:J:I物産機械部の 『考諜状』でも，i最モ強

力ナJレ|日l業者ハニ菱ナルコ ト詐iフヲ侠タザル所

ニシテ当音III!X.扱揃品全部門ニTI1) 1;¥'ニ激烈ナjレ

競争ヲ淡ズJ(1934年下)vD，i=ベ変.ili:工業ヲ代

印) 機械掛「独凶三菱il"!î 'Jl会社機{\~取引JJJ. i兄J. 19-

20以。

理スル三菱耐事 ・・・中l略 ・・・ 執レモf{，止リ難

キモノ ア リテ ry l合11þニ ~~J!lf.!! ナ ル競争e ヲ itlí ジツツ

アリ J(1937年上JUD と言及している61)0 1930 

年代以降の三菱商1Ji・機械部の拡大が物産にと

って脅威となりつつあり .さらにi菱重工業を

は じめとする系列内)I~引がi的事の拡追の1'f叫に

ある点が自1;'V/.Jされている。ただしこの評価は

三井物産側からみた ものである点に注意が必要

であり .三菱財閥内の系列1)'1I!X.引に|均して.三

袋系企業が三変附主Jiを選択する とい う単純な図

式で‘は.系列1)'1取引を許日liする ことはできず.

系列|人J)I~引 にも合理的なflTj;付リ断に悲づく . 一

定程度の緊張関係が存在していた62)。

1930 年代における三菱商事の急拡大に閲し

て.機械取引は大きく貢献した。その '11で.

61)竺.}I:物産i制礎部 『考課状jれJUJ(RG 131 E 7l1C 
1480， NARA i!Jfii>)Z)。

62) IYolnJl ['戦前JYIの三必i副主JLIヒ米文J.1iJ. 174-175 
目。二三菱商 'J~ と 三変系企業の系列|人j取引のJ千日!i

に |見l し ては ~，五本氏一自11 rlii従前JUJ釘iM沼it.l:の組
織IIIJI見J{，f:J絵本i'tßl~*M Pii'¥UiiiJUIi::1 ~の貿易と組
織UfJl見l係j(新評論，1996 ilミ)，および萩本を批

判的に検iH" した}JII雌他大 r_:.変氾機と三変R~"J fj
r-:変 史料館論~j 第 1 3 1，)- (20 1 2 i~3}.J) も参

o
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1930年代の外l主l製機械の日本IIIJけ翰/1¥におい

て中心的役割lを栄たした北米間とドイツ宍変ifii

引を比I1安すると両者は他のH系商社.特に対

三井物産との削係が大きく異なっていた。1939

年 日月に作成されたドイツ三菱商事 ・機械併

の「一般概況jは次のように述べている63)。

11文事変ノ勃発ヲ契機 トシ当地ニ於ケJレ三

井.大合始メ大小商社何レモ急速ナル進歩発

展ヲ計画シ.人口ヲWI加シ取引高ノi曽大ニ必

死ノ努力ヲ払イ来リ。従来ドイツ三菱ノ確保

シ問・ル地盤ニ対スル進出ヲ策シ!時ニ't.'ff.!!ニ策

ヲ奔シテ我jf~矛城ニ辿ラントシ来リ 。 攻般的

勢力 トソノ努力トハ11、干ニ守ル者ノ苦悩ヲスラ

味ハサル事少カラザリシ・・・ 中略 .. . i助

事ガ機械取引ノ第一人者タルヲ以テ白他共ニ

計2シj苫Jレ

「従来ドイツ =菱ノ雌f~~ シ府Jレ地盤J. r守ル
者ノ背悩J. r耐市J~ガ機彼取引ノ第一人青」との

表現からは. 先行する三井物産を追う形で展IJ↓i

した北米庖と典なり. ドイツでの機f~llX引で

は.後発であるはずの三菱商事が先行尚社とし

て.三井物産に対して優位に立っていたことが

うかがえる。このドイツの機織取引における主

菱商事優位の要因について.三井物産s!IJからみ

てみよう。

2. ドイツ三井物産の発足

ドイツにおける三井物産の最初の拠点は.

1899年 10月に泣かれたハンブルク出張只であ

る制。 ハンブルク出張L~はロンドン支附の~"\:II!;l!

で.初代出張只は同支!万から異動した武村民{一

郎であった65)0 1904年にハンブルク出張所に

昇格し初代所長にか上治兵衛が着任した。第

一次世界大戦時の日本参戦により.1914年8

月にハンブルク出張所は閉鎖されるが.間~lliliíl

63) 機械掛「ドイツ三~ftìi'J~会社機彼取引税i兄J. 2 

訂

().I) rl列治三十二年1St・%~tu作j 三井物産合名会社
65) 釜il~ r ドイツにおけるこ~I:物産の歩みJ. 8 n。

1914年 5) Jの岡山仮所のU本人i慌日は.所長

以下 7~1のIW容であった。

第一次111:界大ij慢の終結後. ドイツでの二井物

産の活動は 1919if 7月に再1mし 翌 20Sr=. 1月

に出張所を再開した。1921S手頃の日本人職員

は7名. ドイツ人股員を 16-17~I f.星度 l面川し

ていた66)0 1925年にシドニー支出長の伊藤与

三1'11¥がハンブルクn.l張所長となり.現地法人の
設立準備が進められた。現地法人設立の要因

は.資料的{1m約からうかがし、知ることができな
いが.三菱商事と同禄に税法上の問題から設立

されたと思われる67)。また|白j年にはベルリンに

派出員事務所を設置している。

1926年2月2611にドイツ法に基づく現地法

人が発起し(法人登記は 3片2円.正式1m業は

同年 3HIOR68).社名は DcuIscheBussan 

AG (以下. ドイツ物産)であり.r三井Jの社
名を冠していない。旧三井物産ハンブルク出張

所の再建 ・債務はすべて新会社がり|き継ぎ実

体としては二三井物産の海外J苫のーっとして取り

倣われた。 1927 年にべJレリン派出品~F務所は.

ドイツ物旅のベルリン支応に昇絡し.ベルリン

を拠点としていたドイツ三菱商事と織烈な競争

を展開していった ドイツ三菱商事が発足した

1 928 年にドイツ物産は本r~をベルリンに移し

ハンブルク を支防とした。

ドイツ経済の混乱が続くなか.第一次111:界大

戦後のハンブルク.ベルリン両j古の業制は九:し

くなく. 1927年にハンブルク支前に着任した

星野礼治は.rどちらも比較的小じんまりした
庖で.1JJ;jYJ毎期決算には脊労していた。赤字の

ことも多かった」と 回顧している69)0 1930年

には. ドイツ人股日の全只解雇と給与カットを

含む一部のIJ):lfd汀!という状況に追い込まれ， ド

イツ人職Hも36人から 15人に減少した70)。

66)釜沢『ドイツにおける三)1:物産の歩みJ.28兵。
67)釜沢 fドイツにおける三)1・物産の歩みJ.30J'J。
68) 三井)C)IIl監修『三井物版文応長会決涜!J~H 15 

(大正 1511:) J )L lYf.. 2005年.451 n。
69)銭沢『ドイツにおける三井物産の歩みJ.35 TI。
70)釜沢『ドイツにおける弓)1・物産の広みJ.38点。
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1934年以降.ヒトラ一政権1'"でドイツ経済

が復調するとともに. ドイツ物産の経常も次第

に好転し 1938年5刈に「三 井jを話した

Delllsche MilSlli slIssan AG (以ド. ドイツ三井

物産)に社名を変克した。第二次世界大戦勃発

ft:.独英IJlJij没により業務iilが大l同に減少したた

め. 1940 1r: 1月にハンブルク支庖が閉鎖され

た。他方.l'iJ年9J Jのu~~~伊三同同盟締結を受
けて.物im本社はドイツ三井物産強化のプj針を
打ち山し.ベルリンの人民をm強した。その後
のij災局の忠化と 1-1.-1.:・ドイツIIIJの貿易が;Jj尖上

途絶するなかで. 1943年 1)-Jの「経済協力ニ

|刻スJレ11本同 「ドイツJ国IIIJ協定Jに基づく業
務などにl絞り組んでいた。 しかし同年 11月

にはベルリン自の建物が空襲で全焼し一部業

務を市内の!反事務所で継続するものの.市外へ

の疎開が進められた。1945:'1'-4月にドイツ三

月物産はlJi.;f:ガ所を閉鎖し ijl~ lìíjWJにおけるご，井

物産のドイツでの業務は終~~~を迎えた。

三井物別{(のドイツでのJr~引は . 主な輸11 '，品が

鉄剣 ・機械，輸入品が雑貨 ・繊*11であり.他に

雑穀.京大.メンソール.ペパーミント ?111.

紙，雨il~i州鉄道向けレールなどの取引も多かっ

た71)。機減収引に附しては.支!古長会議でも

j立々取り 1-.げられており.第一次世界大戦中の

1916年6川に|刻11むされた三井物産の第41"1支

出長打合会Aでは ij没後を見ぬjえて. ドイツ製

機械の取り扱いのm要性が桁摘されている72)。

現今~tí社ニ於テ引受ケ府ルモノハ英米両凶

ノモノ多シ ト出mモ元来機械#iノ製造工業ノ進

必発達シ同-ルハ1~~逸ニシテ今 11 ニ於テハi政争

ノ為メ一切}収制ヲナスニ1:1.1ナシト蹴モ製鉄機

微.鉱1 1 1機械~);;今後初!逸ニ侠ツヘキモノ続々

多ク従来、11社機俄ノ娠ハサリシハ或ノ、IIJ!ヲ 1~1

逸製品ニrdミカサリシニハアラスヤト思考セラ
ル.位也Mcニ今後ijiQ};-;J収マlレノ時ニ於テハ直

チニ独逸ノ製品ニ，mrn.シ|百11五|第一流ノ機従業

71 ) 議沢 f ドイツにおける弓井物対~の歩みj . 34点。
72)三:)1:文J，jo:lii，i修 『ニ:::)1:物産支町長会議決、I'H10 
(大JE5 (1:) j )L ，Yf.. 2004 11ミ. 85点。

~~.ノ代理由引受ヲナサ、ルヘカラス此点ニ付

テハ過n混血11¥鋭所長ニモ依頼シ注立研究プi
ヲ乞ヒii/i:キタリ

おelt、て翌年の第5回支J占長会議においては.

常業活1¥1毛のrl'丸・>1/.がニューヨーク支出とロン

ドンム:J，'fに対して. ドイツlヰ進出に|刻するより
JH本l切な対!必をJ行ノJ'している73)。

今一'J附li't文J，F，ニ願ヒタキハij没後第一ニIIH

J，'iスヘキハ出mn明言所ニシテ.問所ニハ早Jili
「ヱンヂニアー」ノ必要アルヲ以テ. 今ヨリ

IIJ 立シ îi'l:クニ 41~サレハ容易ニ適当ナル者ヲ符

~Itカルヘキニ付或ルJU1 1 :1J之ヲ養成スルノ必要

アルヘシ.よ二十jテハ大阪支庖トモ打合ヲ.1..}

シ. 一人程ノ朽-ヲ今ヨリキlr育或ハ倫敦ニ於テ
外|五|人卜応侍:モプじ分為シ科ル様，又~~~逸話ノ

斜nr，マヲモ為サシメラル、様希望ス

このように三)1:物産は.部一次世界大戦で一

時的にドイツからJ倣退したものの ij没争終結後

は.ハンブルクを拠点として機械取引を'1'心に

|呼椛築することを{ËI~I していたことがうかがえ

る 。 二よ2イ~lftによるドイツ駐在員事務所開設は

1919 il:であり.支J，'rf長会議での方針に従えば.

機微取引において.大きく先行することが可能

であったと忠われる。

しかし第一次世界大戦後の 1921年の第8

Inl支J，'i1..(:会議では.機械部長の山本小川郎が，
r 1~~;主製品ノ再ヒ点洋方Tfiîニ現ハレ来')安値ヲ
以テ競争・ヲIJfJy台スル情勢アリ .我々モ透サスギ"

ブJナル拠地家ト好関係ヲ紡フコトニ努力シ

ッ、」と述べているものの74) 三菱屯機を担当

する~'III)i支出長のお羽総治の「屯気機械ニ於

テ11~~製造家ノ代尽j[府ヲ取ルヘキ者ナキヤ」の

質問に対して. 111本は 「代理的ヲ]伐リタシト忠

フモノアレ トモ、 GEトノ|則係上]収ルコト能ハ

73) -:. JI:文w監修 r:. 1 1・物産支出長会it ，~~'1'録 11
(大IE6:.[e)J)L1Y(.. 2004 {[o. 435頁

74) =-) 1: 文Jolllii，i修 f三 11:物 i怪文防長会 ';~I:花 'HR 14 
()(IE 10年)j)L j(f-. 2005 {jミ.92U。
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ス 例へハ「シーメンス」ノ立IJキハ優良ノモノ

ヲ製作スレトモ GE社トノ関係上代理市ヲ]収ル

コト能ハス」と回答している。さらに.1926 

年の第9回文庖長会議において.1920年 11月

-25年 10月までハンブルク山張所長を務めた

永島Mti台が次のような興味深い報告を行ってい
る75)。

機械部術品ニイ寸テハj英霊出張所ハ或ル万':1床

ニ於テ非'iiYニ活動ヲ狭マレ居リ.即チ極々ノ

機械ニ於テ新規ノモノ出ヅJレコトアルモ.多

クノ場合当社ノ有スル英米製造家ノ一手販売

契約二抵触スルヲ以テ.従テ三菱其他ノ同業

者ニ委セザルペカラザル有機ニテ.平索機械

部長ヨリ新規発明品ノ発見笥;二十j'キ注意ヲ受

ケタjレモ.我々ノ努力ノ足ラザリシ結栄ナル

ヤ知ラザレドモ.多ク之ヲ手ニ入ル、コト能

ハザリシ

この支j市長会議での機械部長 ・山本の回答.

前ハンブルク出張所長 ・永烏の報告で言及され

ているように，三井物産がドイツのメーカーに

先だってイギリス アメリカの機械メーカーと

の聞で締結した一手販売契約が足伽となって.

ドイツ機械メ ーカーとの一手販売契約が見送ら

れたケースが存在した。 先行商社としての三~I:

物産の優位性がドイツの機械取引ではマイナス

に作用しその間j:j;!を後発商社の三菱商事がJ111

めていったことがうかがわれよう。

結 五ロ・
2
-

ロ

1919年の三菱合資ロンドン支出管下のドイ

ツ駐在只事務所からスタートしたドイツでの商

社活動は.日本陸海J'11向けの機械取引を挺子に

事業基倣を整え.1921 年の三菱商事への移恰:

後.ベルリン支庖として独立， 1928年に現地

図法に基づく独立法人のドイツ三菱商事の設立

にいたった。1930年代の ドイツ三菱商事の業

75)三チ1:文山政修 f三井物産支庖長会議議事録 15
(大万二 151Jo)J;JL碑， 2005 11'-， 440頁。

務の維持 ，i広大には， ドイツ人を巾心とする外

国人職員の役割が大きかった。特に主力の機械

取引では，長期勤続の外国人技師が専門性のZ.5

い機械取引の r~1核を担った。 1 930 年代に三菱

商事は.全体の取扱高が増大する中で.機械の

比重を高め.機械取引を主llltllとするドイツ三菱

商事の役割も大きくなった。 ドイツ三菱商事は

重工業メ ーカーのクルップ社やドイツ工作機械

メーカーとの取引により.日独機械貿易で中心

的な役割を担った。

本来.商社としても.またドイツ進出におい

ても，三井物産の後!盛を符・していた三菱商事に

とって.先行する三井物産は大きなI:J{壁となる

はずであった。基本的に欧米での機械取引で

は.先行敵対:の三井物産が構築した市場支配に

対して.いかに対抗するかが.三菱商事の現地

胞の大きな課題であった。しかし ドイツにお

いては.三井物産の進出が三菱商事より先行し

ていたにも |湖わらず.機械l~引において優位な

地位を確立した。

ドイツの機械取引における三菱商事の優位性

は，先行商社の三井物産が「先発優位」を十分

に利用できなかった点が大きかった。すなわ

ち.三井物産は.イギリス ・アメリカの機械メ

ーカーとの問に締結した一手販売契約を考慮し

た結栄. ドイツ機械メーカーとの契約に跨踏し

た。さらに三井物産は.アメリカの GEとドイ

ツのジーメンスのケースにみられるように，イ

ギリス ・アメリカの有力機械メーカーと交わし

た円本向け一手販売契約により ドイツ製の同

組の機械の日本への輸出で出遅れることになっ

た。ただし.一手販売契約はドイツ機械メーカ

ーの対日方針も重要であり ，1930年代におけ

る三菱商事や三井物産のドイツ機械メ ーカーと

の取引状況をみると.むしろドイツ機械メーカ

ー (特にクルップ社などの大手)は. 日本の特

定の商社を代理庖とせず.競争状況を作り出す

ことで， I~I社に有利な取引や販路拡大を企図し

ていたと推iWJされる。この点で.後発ゆえに縛

りの少ない三菱商事は. ドイツでの積極的な活

動が可能であった。
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-::tf:物産の「先発優位」の椛造と三菱商事の

競争li攻略の|則係は.植民地JUJの台湾市場におけ

る三菱商事の的動を検討した谷ヶ城秀77の研究
が参考ーになる 。 谷ヶ J)えは. 後発ït'~社の三者!n百~Jj.

の鋭~I 戦目的が効果を発揮する条例:として . ①一三

井物産の先発優位が相対的に緩やかであるこ

と . @取引 rli坊が顕手~:な成長)"j而にあること ，

の2つを示している76)。第一次世界大戦後のド

イツ機械iIi場は.この条件① ・②に介放してお

り. ドイツ二去を商事は. ドイツの機械取引にお

いて「先行Ir~社」としての地(li: を隊立しえたの

である。

本杭で残された;巣地も多い。第一は. ドイツ

三菱商事における外|主l人峨!Iの実態である

1920 年代以降.強問な内部労働市坊を形成し

た三井物産に対して. 後発 Ir~社の三菱附よれは.

外部労働市jJ)jからの人口調述が不可避で、あった

とされる77)。三井物産に先行ーしたドイツ三捷Ir~

~Fの機純lfi.づ|において目 ドイツ人エンジニアは

いかなる役'，Ii'Jを来たしたのか。この点は， i ~幾
被j という Ir~ ，\，'，の特徴も考 I.&. しつつ ， JI)(引の'ぷ

76)谷ヶ城 rr偽，'LillJ内iIi場における総合，ffirlのi，rj動
と競争構造J. 171 lI。

77) 火山久キ í 1 930-40 年代の ~ ;)I:物産の人 'jr制戊

と絞uのザ:lltJ)'，:林編 F11:肢と僑差の経常!とJ.
106頁:大山 ・岡崎「戦前JVJにおけるて菱商;jr

の組織と股只のキTリア形成J. 136μ 

tL~に踏み込んだ検Hが必裂と思われる。 第二は

ドイツ=モ菱商事とドイツ機械メーカーとのJT.体

的な取引条件 状似の解明である。 ドイツにお

ける口本lilJけの機械取引では.イリ ス商会など

の機械d川'J商社の役割lも大きかったが，jiLj大戦

IlIJJUJ 以|玲 三井物jl~ を凌ぐJf~で三菱商事が急速

に台頭した。とりわけ 1930年代における機械

取引の拡大局面で，J!-J・Ilkll人J}収ヲト111'II~J 外取引，

yU11取引ー委託取引などの諸条件がいかなるな

l味をも ったのか 1930年代に激化する商社1m

競争を検討するJ'.て・重要な論点となろう。
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所付~ií二:: k~と料館のJ好成資料について. luJ館の坪侠

19J-{， .L¥:に大変おIlt，:，(，.になった。また百liii-大学 .1~尾

文Wi好1誌の n日竺'k，ffi'jr全!とjについて，百H谷jUF
l記IMinよりIm:Lの使"'1:を1:;(1って頂いた。ここに記し

て深<!ぷ謝したい
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